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５．北海道における道路と活断層に関する調査 
 
５．１ 概要 
 
 北海道は、太平洋側のプレートとアムールプレート（ユーラシアプレート）と間に挟ま
れ、太平洋側から押されながら位置している。押されることによって生ずる地震のうち陸

のプレート内で発生するのが内陸地震である。この地震の際、地表に出現した断層は地表

地震断層と呼ばれ、このうち地形判読が可能で地質時代第四紀に繰り返して活動し将来も

活動すると推定される地表地震断層の跡が活断層である１）。 
 北海道にはこうした活断層と呼ばれる断層が少なからず存在する。これら陸上部の断層

と国道の位置関係を知り、ひとたび地震が発生した場合の被害程度を予め認識することは

道路を管理するための基本的事項として重要である。 
 以下、活断層と国道との位置関係や北海道の活断層の特徴、同じ特徴を持つ地震災害事

例、トレンチ調査の立会などについて報告するとともに、道路管理上での活断層の考え方

などについて述べる。 
 
５．２ 北海道の活断層と国道の位置関係 
図５－１は、北海道の活断層について『［新編］日本の活断層 分布図と資料』２）に、最新

の活断層情報を追加し国道との位置関係について整理したものである。追加資料は以下のと

おりである。 

追加資料：   

①1：:25,000都市圏活断層図 Ⅰ札幌地区  建設省国土地理院 1996 

②北海道活断層図 No.1 増毛山地東縁断層帯 解説書  北海道 1998 

③北海道活断層図 No.2 函館平野西縁断層帯 活断層図とその解説 北海道 

1999            

④北海道活断層図 No.3 石狩低地東縁断層帯 活断層図とその解説 北海道 

2001 

 
 また、図中の数字は、断層帯を示しおり、丸印のついた断層帯については北海道（北海

道総務部防災消防課と地質研究所の共同）が主体となって調査が実施されている（一部、

（独）産業技術総合研究所活断層センター実施）。 
 同図から、国道と活断層帯との位置関係が見て取れ、ほとんどの断層帯が国道と関係し

ていることがわかる。なお、参考のため、図中には、北海道が想定している地震も示した。 
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   図５－１ 北海道の活断層と国道との関係   
    ① 増毛山地東縁断層帯  ② 函館平野西縁断層帯  ③ 石狩低地東縁断層 
    ④ 当別断層帯      ⑤ 十勝平野断層帯    ⑥ 富良野断層帯     
    ⑦ 黒松内低地断層帯   ⑧ 標津断層帯 
  
 
 
５．３ 北海道の活断層の特徴 
  
 田近１）によれば、北海道の活断層の特徴は、以下のようにまとめることができる。 
 
 １）北海道の活断層は、ほとんどが逆断層である。（断層上盤のずり上がりによって形成

された断層） 
 ２）したがって、断層位置での直接的被害のほか震源との位置関係で上盤側に被害（斜

面変動）が集中する可能性が高い。 
 
 これらのことは、たとえば、道東の⑤の断層帯が活動（地震が発生した）する場合には、

その東側の地域に斜面変動による被害が集中することを示している。すなわち、山岳部で

は表層崩壊や岩盤すべり、都市部では造成地などのすべりなどの被害が考えられる。 
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５．４ 逆断層地震被害の事例 
 
 1999 年 9 月 21 日に発生した台湾集集地震（台湾中部大地震）は、逆断層直下を震源とす

る地震である。 

 そこで、被害の種別と程度を認識するために関連記事などを調査した３）。図５－２は、台

湾の主な活断層と 1999 年に活動した断層を示したものである。また、図５－３は、断層部

の東西断面図であり、各断層が逆断層を呈していることが分かる。 

 写真５－２～５－４は、逆断層の東側の崩壊写真であり、断層の上盤に土砂被害が集中

していることが見て取れる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      図５－２ 台湾の主な活断層と１９９９年 9月に動いた断層位置図３） 
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図５－３ 断層部の東西断面図３） 
    
 
 
 
 
 
 

 
             図５－４ 主な被害箇所位置図３） 
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５．５ 活断層トレンチ調査事例 
 
 地盤部会では、北海道が活断層調査の一環で行ったトレンチ調査に立会し、逆断層を観

察する機会を得た（現地観察 14 年 11 月）。断層は、十勝平野断層帯に属する光地園断層で、

観察地点は国道 336 号線豊似～野塚間の西側約 3km の地点である。（図５－５） 
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東（海側）                              西 
 

 
        断層 
 
    図５－６ トレンチ調査（東西方向北向き面）で観察された活断層 

（北海道 2003より） 
 
 
 
 
 
５．６ 活断層の道路管理上での考え方 
 
 北海道地質研究所を主体とした北海道内の活断層調査では、概ね数千年～１万年程度の

間隔で動いていると判断されている１）。人間の日常の時間感覚とは多少離れた感は否めない

が、詳細にわたる分析の結果、ほとんどの断層がいつ動いてもおかしない状態にあること

も判明している。 
 そこで、活断層の道路管理における考え方を以下に列挙する。 
 
 （１）活断層の動きは、数千年～１万年に 1回程度の間隔であるが、「いつ動いてもおか

しくない」の認識を保持する。 

 （２）国道毎に関係する断層リストを作成し、データベース化し、最新の活断層情報に

基づきバージョンアップを適宜行う。 

 （３）集集地震で見られた被災事象を参考に、断層とその上盤側（多くは東側）の被害

想定を行う。 

 （４）被害想定に基づき、ハードおよびソフト面で「何ができるか」の分析・検討を行

う。 

  
 
 
 
 
 

上盤の動き 

下盤 



 5-8

 
 
参考文献 
 
 １） 田近 淳、講演「北海道の活断層」、道路防災講演会報告書、2002 

２） ［新編］日本の活断層、分布図と資料、活断層研究会編、1991 

 ３） 特報台湾中部大地震、日経コンストラクション、78-93、10-22 号、1999 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


	５．北海道における道路と活断層に関する調査
	５．１ 概要
	５．２ 北海道の活断層と国道の位置関係
	５．３ 北海道の活断層の特徴

16
	５．４ 逆断層地震被害の事例
	５．５ 活断層トレンチ調査事例
	５．６ 活断層の道路管理上での考え方


